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都市・地域の生活の質 (QOLI)を計測するアメニティ評価の経済学的研究は 1980年代から行われてい
る。しかし、一連の研究において地域間の空間的影響は余り考慮されてこなかった。モータリゼーショ
ンの進展や高速交通網の整備とともに地域を越えた通勤や消費活動が一般的となっている。この観点か
ら地域アメニティの計測についての既存研究は不十分である。地域間の空間的影響のモデル化の手法
として、空間自己回帰モデルの技術が近年確立されつつある。そこで、本研究では地域の内生変数 (レ
ント・賃金)の同時方程式体系に空間自己回帰モデルによる空間的影響の考慮を組み合わせた計量経済
学モデルを定式化し、推定する。データとして関東地方の都市データを用いる。
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1 はじめに
都市・地域の生活の質 (QOLI)を計測するアメ
ニティ評価についての経済学的研究は 1980年代
から行われている。しかしながら、これらのアメ
ニティ評価の一連の研究において地域間の空間的
影響は余り考慮されてこなかった。モータリゼー
ションの進展や高速交通網の整備とともに地域を
越えた通勤や消費活動が一般的となっている。こ
の観点からすると、地域アメニティの計測につい
ての既存研究は不十分であると言える。地域間の
空間的影響を考慮することで、各地域の生活の質
をよりよく評価できるであろう。

そのような地域間の空間的影響のモデル化の手
法の一つとして、空間計量経済学におけるいわゆ
る空間自己回帰モデルについての技術が近年確立
されつつある。 なお、簡略化した単一方程式の
モデルに関しては、アメニティ評価において地域
間の空間的影響を考慮した研究は存在するようで

ある (Tse, 2002; Kim et al., 2005)。 しかしなが
ら、内生変数間の相互依存性は無視できず、同時
方程式体系を試すことも重要な拡張であると思わ
れる。

そこで、本研究では地域の内生変数 (レント・
賃金)の同時方程式体系に空間自己回帰モデルに
よる地域間の空間的影響の考慮を組み合わせた計
量経済学モデルを定式化し、推定する。データと
しては、関東地方の大都市データを用いる。評価
されるアメニティの種類としては、生活・教育・
安全・産業集積・大気汚染・自然条件を考える。

本論文の構成は次の通りである。第 2節では研
究の背景を示す。第 3節では同時方程式について
の空間自己回帰モデルを提示し、推定結果を示す。
第 4節では実証分析で得られた地域属性の限界価
値に基づく地域アメニティの評価を行う。第 5節
では本研究のまとめを行う。1
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